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(57)【要約】
【課題】ポートの追加が比較的容易なロータリ式四方切
換弁を用い、デフロスト用バイパス回路の接続を容易化
したヒートポンプおよびそれに用いるロータリ式四方切
換弁を提供することを目的とする。
【解決手段】ロータリ式四方切換弁５により冷房サイク
ルと暖房サイクルとに切換え可能とされているヒートポ
ンプ１において、ロータリ式四方切換弁５に、デフロス
ト時、吸入ポート（Ｓ）３６と連通される第５のデフロ
スト用ポート（Ｄｅ）３９が設けられ、第５のデフロス
ト用ポート（Ｄｅ）３９に、デフロスト時、室外熱交換
器６に導入され、霜を融解したホットガスをその下流側
から第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９および吸入
ポート（Ｓ）３６を介して圧縮機４の吸入側に戻すバイ
パス回路１２が接続されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機と、ロータリ式四方切換弁と、室外熱交換器と、減圧手段と、室内熱交換器とが
順次接続され、前記ロータリ式四方切換弁により冷房サイクルと暖房サイクルとに切換え
可能とされているヒートポンプにおいて、
　前記ロータリ式四方切換弁に、デフロスト時、吸入ポートと連通される第５のデフロス
ト用ポートが設けられ、
　前記第５のデフロスト用ポートに、デフロスト時、前記室外熱交換器に導入され、霜を
融解したホットガスをその下流側から前記第５のデフロスト用ポートおよび前記吸入ポー
トを介して前記圧縮機の吸入側に戻すバイパス回路が接続されていることを特徴とするヒ
ートポンプ。
【請求項２】
　前記バイパス回路中に、減圧手段および回路開閉手段が設けられていることを特徴とす
る請求項１に記載のヒートポンプ。
【請求項３】
　前記減圧手段および回路開閉手段が、電子膨張弁とされていることを特徴とする請求項
２に記載のヒートポンプ。
【請求項４】
　前記バイパス回路は、前記室外熱交換器と前記室内熱交換器との間に配設されている受
液器の前記室内熱交換器側出口配管に接続されていることを特徴とする請求項１ないし３
のいずれかに記載のヒートポンプ。
【請求項５】
　弁本体に、吐出ポートと、吸入ポートと、室外側および室内側の熱交換器に繋がる２つ
のポートとが設けられているとともに、これら４つのポートの連通状態を切換える回転弁
体が内蔵されているロータリ式四方切換弁において、
　前記弁本体に、前記回転弁体の回転によって前記吸入ポートと連通される第５のデフロ
スト用ポートが設けられていることを特徴とするロータリ式四方切換弁。
【請求項６】
　前記第５のデフロスト用ポートは、常に吸入圧とされる前記弁本体内部に連通されてお
り、前記回転弁体の暖房位置から冷房位置への回転方向と逆方向への回転により、前記吸
入ポートと連通される位置に設けられていることを特徴とする請求項５に記載のロータリ
式四方切換弁。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、四方切換弁により冷房サイクルと暖房サイクルとに切換え可能なヒートポン
プおよびそれに用いるロータリ式四方切換弁に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　空気を熱源とするヒートポンプでは、室外熱交換器を蒸発器として機能させて運転する
暖房サイクル時、外気温が低い場合、室外熱交換器の表面で霜が生成することが知られて
いる。室外熱交換器に霜が付着すると、外気との熱交換が阻害されることから、暖房サイ
クルを中断し、デフロスト運転に切換えることにより、霜を融解している。このデフロス
ト運転は、リバースサイクル方式が一般的であり、冷凍サイクル中に設けられている四方
切換弁により暖房サイクルを冷房サイクルに切換え、圧縮機から吐出された高温高圧の冷
媒ガス（ホットガス）を、四方切換弁を介して室外熱交換器に導入することによって室外
熱交換器を加熱し、霜を融解している。
【０００３】
　上記の四方切換弁としては、パイロット弁を備え、該パイロット弁によりスプール弁の
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両側に形成されているパイロット室の圧力を切換えることにより、スプール弁をスライド
させて接続ポートを切換えるようにしたスプール式の四方切換弁が一般的であるが、特許
文献１－３等に示されるように、回転弁体をステッピングモータ等のモータにより回転さ
せて、ポートの切換えを行うようにしたロータリ式四方切換弁を用いたものも種々提案さ
れている。
【０００４】
　一方、リバースサイクルによるデフロスト時には、室内熱交換器（利用側熱交換器）に
低温の冷媒が循環されることになる。このような低温冷媒の循環を回避するため、室外熱
交換器で霜を融解して温度降下した冷媒を室外熱交換器の下流側から圧縮機の吸入側に戻
すバイパス回路を設け、室内熱交換器（利用側熱交換器）をバイパスさせて冷媒を循環さ
せるように構成したものが、特許文献４，５等により開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３６３６８７５号公報
【特許文献２】特開２００１－１９３８５７号公報
【特許文献３】特開２０１０－８４９４０号公報
【特許文献４】実開昭６１－１９７４５８号公報
【特許文献５】特開２００９－４１８６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記の如く、スプール式四方切換弁により冷凍サイクルの切換えを行うものでは、一般
に圧縮機の運転を一旦停止し、高低圧をバランスさせた後、弁を切換えることで弁の切換
音を抑制するようにしている。このため、スプール式四方切換弁を用いたものでは、デフ
ロスト運転後、暖房運転に復帰までの時間が長くなる等の問題があった。一方、ロータリ
式四方切換弁は、圧縮機を停止せずに切換えが可能なため、ロータリ式四方切換弁を用い
ることにより、約２分程度デフロスト時間を短縮できるという効果が得られる。
【０００７】
　また、上記したように、室内熱交換器（利用側熱交換器）に対してデフロスト用のバイ
パス回路を設けることにより、コールドドラフトは勿論のこと、室内熱交換器に低温冷媒
と高温冷媒が短時間に交互に流入されることによる冷媒の流動音や、室内機の樹脂ケーシ
ング、熱交換器等が温度変化のサイクルを受けて収縮、膨張することによる音の発生等を
抑制することが可能となる。
【０００８】
　しかしながら、四方切換弁がスプール式またはロータリ式のいずれであろうと、上記の
如くデフロスト用バイパス回路を設ける場合には、室外熱交換器の下流側に一端が接続さ
れたバイパス回路の他端を圧縮機の吸入配管に接続しなければならず、配管同士の接続箇
所が増大し、組立て性の悪化や管継手等の部品増加、それに伴うコスト上昇は避けられな
い等の課題があった。
【０００９】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、ポートの追加が比較的容易
なロータリ式四方切換弁を用い、デフロスト用バイパス回路の接続を容易化したヒートポ
ンプおよびそれに用いるロータリ式四方切換弁を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記した課題を解決するために、本発明のヒートポンプおよびそれに用いるロータリ式
四方切換弁は、以下の手段を採用する。
　すなわち、本発明にかかるヒートポンプは、圧縮機と、ロータリ式四方切換弁と、室外
熱交換器と、減圧手段と、室内熱交換器とが順次接続され、前記ロータリ式四方切換弁に
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より冷房サイクルと暖房サイクルとに切換え可能とされているヒートポンプにおいて、前
記ロータリ式四方切換弁に、デフロスト時、吸入ポートと連通される第５のデフロスト用
ポートが設けられ、前記第５のデフロスト用ポートに、デフロスト時、前記室外熱交換器
に導入され、霜を融解したホットガスをその下流側から前記第５のデフロスト用ポートお
よび前記吸入ポートを介して前記圧縮機の吸入側に戻すバイパス回路が接続されているこ
とを特徴とする。
【００１１】
　本発明によれば、ロータリ式四方切換弁により冷房サイクルと暖房サイクルとに切換え
可能なヒートポンプにおいて、ロータリ式四方切換弁に、デフロスト時、吸入ポートと連
通される第５のデフロスト用ポートが設けられ、この第５のデフロスト用ポートに、デフ
ロスト時、室外熱交換器に導入され、霜を融解したホットガスをその下流側から第５のデ
フロスト用ポートおよび吸入ポートを介して圧縮機の吸入側に戻すバイパス回路が接続さ
れているため、デフロスト時、圧縮機から吐出された高温高圧のホットガスを、ロータリ
式四方切換弁を介して室外熱交換器に導入し、このホットガスで室外熱交換器に付着され
ている霜を融解した後、該ガスを室外熱交換器の下流側からバイパス回路を介してロータ
リ式四方切換弁の第５のデフロスト用ポートに導き、吸入ポートを介して圧縮機の吸入側
に戻すことができる。従って、デフロスト用のバイパス回路をロータリ式四方切換弁に設
けた第５のデフロスト用ポートに接続するだけでよく、バイパス回路の接続を容易化して
組立て性の向上や部品点数の削減、コスト低減等を図ることができる。また、デフロスト
時、室内熱交換器に冷媒が循環されることがなく、冷媒流動音や温度変化サイクルを受け
て樹脂ケーシング、熱交換器等が収縮、膨張することによる音の発生等を抑止することが
できるとともに、圧縮機を止めずにロータリ式四方切換弁を切換えられることから、デフ
ロスト時間を約２分程度短縮することができる。
【００１２】
　さらに、本発明のヒートポンプは、上記のヒートポンプにおいて、前記バイパス回路中
に、減圧手段および回路開閉手段が設けられていることを特徴とする。
【００１３】
　本発明によれば、バイパス回路中に、減圧手段および回路開閉手段が設けられているた
め、デフロスト時、ロータリ式四方切換弁を切換えると共に回路開閉手段を開放すること
により、圧縮機からのホットガスを室外熱交換器に導き、室外熱交換器で霜を融解した冷
媒ガスをその下流側からバイパス回路を経て減圧手段により減圧した後、ロータリ式四方
切換弁を介して圧縮機の吸入側に戻す室外機側の回路のみを循環させてデフロストを行う
ことができる。従って、デフロスト時、室内機側に冷媒が循環されることがなく、冷媒流
動音や温度変化サイクルを受けて室内機の樹脂ケーシング、熱交換器等が収縮、膨張する
ことによる音の発生を抑止することができる。
【００１４】
　さらに、本発明のヒートポンプは、上記のヒートポンプにおいて、前記減圧手段および
回路開閉手段が、電子膨張弁とされていることを特徴とする。
【００１５】
　本発明によれば、減圧手段および回路開閉手段が、電子膨張弁とされているため、バイ
パス回路中には、減圧手段としての機能と回路開閉手段としての機能を併せ持つ電子膨張
弁のみを設けるだけでよく、従って、バイパス回路の構成を簡素にし、配管用スペースの
省スペース化を図ることができる。
【００１６】
　さらに、本発明のヒートポンプは、上述のいずれかのヒートポンプにおいて、前記バイ
パス回路は、前記室外熱交換器と前記室内熱交換器との間に配設されている受液器の前記
室内熱交換器側出口配管に接続されていることを特徴とする。
【００１７】
　本発明によれば、バイパス回路が、室外熱交換器と室内熱交換器との間に配設されてい
る受液器の室内熱交換器側出口配管に接続されているため、デフロスト時、室外熱交換器
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で霜を融解して温度降下した冷媒が一部凝縮したとしても、受液器を経由してバイパス回
路に導いていることから、受液器で気液分離し、ガス冷媒のみをバイパス回路へと循環さ
せることができる。従って、液バックを抑制しながら、効率よく室外熱交換器をデフロス
トすることができ、ヒートポンプの信頼性を向上することができる。
【００１８】
　また、本発明にかかるロータリ式四方切換弁は、弁本体に、吐出ポートと、吸入ポート
と、室外側および室内側の熱交換器に繋がる２つのポートとが設けられているとともに、
これら４つのポートの連通状態を切換える回転弁体が内蔵されているロータリ式四方切換
弁において、前記弁本体に、前記回転弁体の回転によって前記吸入ポートと連通される第
５のデフロスト用ポートが設けられていることを特徴とする。
【００１９】
　本発明によれば、弁本体に、吐出ポートと、吸入ポートと、室外側および室内側の熱交
換器に繋がる２つのポートとが設けられているとともに、これら４つのポートの連通状態
を切換える回転弁体が内蔵されているロータリ式四方切換弁において、弁本体に、回転弁
体の回転によって吸入ポートと連通される第５のデフロスト用ポートが設けられているた
め、弁本体に対して、回転弁体の回転により開閉されると共に吸入ポートと連通される第
５のデフロスト用ポートを設けることにより、ロータリ式四方切換弁を冷凍サイクルの切
換え用以外に、デフロスト用バイパス回路の接続にも用いることができる。従って、ロー
タリ式四方切換弁を多機能化して用途を拡大し、その商品価値を高めることができる。
【００２０】
　さらに、本発明のロータリ式四方切換弁は、上記のロータリ式四方切換弁において、前
記第５のデフロスト用ポートは、常に吸入圧とされる前記弁本体内部に連通されており、
前記回転弁体の暖房位置から冷房位置への回転方向と逆方向への回転により、前記吸入ポ
ートと連通される位置に設けられていることを特徴とする。
【００２１】
　本発明によれば、第５のデフロスト用ポートが、常に吸入圧とされる弁本体内部に連通
されており、回転弁体の暖房位置から冷房位置への回転方向と逆方向への回転により、吸
入ポートと連通される位置に設けられているため、第５のデフロスト用ポートを常に吸入
圧とされている弁本体内にあって、回転弁体の暖房位置から冷房位置への回転方向と逆方
向への回転で吸入ポートと連通される位置に設けることにより、本来の冷暖房サイクルの
切換えに影響を及ぼさないようにして、比較的容易に第５のデフロスト用ポートを設ける
ことができる。従って、第５のデフロスト用ポートを備え、多機能化された構成が簡易で
かつ安価なロータリ式四方切換弁を提供することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明のヒートポンプによると、デフロスト時、圧縮機から吐出された高温高圧のホッ
トガスを、ロータリ式四方切換弁を介して室外熱交換器に導入し、このホットガスで室外
熱交換器に付着されている霜を融解した後、該ガスを室外熱交換器の下流側からバイパス
回路を介してロータリ式四方切換弁の第５のデフロスト用ポートに導き、吸入ポートを介
して圧縮機の吸入側に戻すことができるため、デフロスト用のバイパス回路をロータリ式
四方切換弁に設けた第５のデフロスト用ポートに接続するだけでよく、バイパス回路の接
続を容易化して組立て性の向上や部品点数の削減、コスト低減等を図ることができる。ま
た、デフロスト時、室内熱交換器に冷媒が循環されることがなく、冷媒流動音や温度変化
サイクルを受けて樹脂ケーシング、熱交換器等が収縮、膨張することによる音の発生等を
抑止することができるとともに、圧縮機を止めずにロータリ式四方切換弁を切換えられる
ことから、デフロスト時間を約２分程度短縮することができる。
【００２３】
　本発明のロータリ式四方切換弁によると、弁本体に対して、回転弁体の回転により開閉
されると共に吸入ポートと連通される第５のデフロスト用ポートを設けることにより、ロ
ータリ式四方切換弁を冷凍サイクルの切換え用以外に、デフロスト用バイパス回路の接続
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にも用いることができるため、ロータリ式四方切換弁を多機能化して用途を拡大し、その
商品価値を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態に係るヒートポンプの冷凍サイクル図である。
【図２】図１に示すヒートポンプに用いるロータリ式四方切換弁の正面図（Ａ）とその右
側面図（Ｂ）である。
【図３】図２に示すロータリ式四方切換弁の暖房位置（Ａ）、冷房位置（Ｂ）およびデフ
ロスト位置（Ｃ）での各ポートと回転弁体の位置関係を表した模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下に、本発明の一実施形態について、図１ないし図３を参照して説明する。
　図１には、本発明の一実施形態に係るヒートポンプの冷凍サイクル図が示されている。
　ヒートポンプ１は、室外機２と室内機３とから構成されている。室外機２には、冷媒を
圧縮する圧縮機４、冷媒の流れを暖房サイクル、冷房サイクル、デフロストサイクルの３
サイクルに切換えるため、後述する第５のデフロスト用ポートを備えたロータリ式四方切
換弁５、室外熱交換器６、室外熱交換器６に外気を通風する室外送風機７、暖房用電子膨
張弁（ＥＥＶＨ）８、受液器９、冷房用電子膨張弁（ＥＥＶＣ）１０、アキュームレータ
１１、後述するデフロスト用バイパス回路１２、デフロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）１３
等の室外側機器が配設されている。
【００２６】
　上記の圧縮機４、ロータリ式四方切換弁５、室外熱交換器６、暖房用電子膨張弁（ＥＥ
ＶＨ）８、受液器９、冷房用電子膨張弁（ＥＥＶＣ）１０、アキュームレータ１１、デフ
ロスト用バイパス回路１２およびデフロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）１３は、順次冷媒配
管１４を介して接続され、室外側冷媒回路１５を構成している。
【００２７】
　一方、室内機３には、室内熱交換器１７と、室外熱交換器１７に室内空気を通風する室
内送風機１８等の室内側機器が配設されている。室内機３内の室内熱交換器１７は、冷媒
ガス管１９および冷媒液管２０を介して室外機２側の冷媒回路１５と接続され、室外側冷
媒回路１５と共に閉サイクルのヒートポンプ冷凍サイクル２１を構成している。なお、本
実施形態では、室内機３が１台接続された例が示されているが、室内機３を複数台並列に
接続したマルチタイプのヒートポンプ１としてもよい。
【００２８】
　ロータリ式四方切換弁５は、図２および図３に示されるように、弁本体３０内に回転弁
体３１が回転可能に内蔵されたものである。この回転弁体３１は、弁本体３０の外部に装
着されているステッピングモータ等のモータ３２を介して、その回転軸に設けられている
ピニオン３３と回転弁体３１に設けられているギア３４とが弁本体３０内で噛み合わされ
ることにより、回転可能とされている。
【００２９】
　弁本体３０は、内部が吸入圧とされるものであり、その上端部には、圧縮機４からの吐
出配管が接続される吐出ポート（Ｄ）３５が設けられ、外周部には、圧縮機４への吸入配
管が接続される吸入ポート（Ｓ）３６が設けられ、下端部には、室外熱交換器６に繋がっ
ている冷媒配管が接続される室外熱交ポート（Ｃ）３７と、室内熱交換器１７と繋がって
いる冷媒配管が接続される室内熱交ポート（Ｅ）３８と、デフロスト用バイパス回路１２
が接続される第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９とが設けられている。
【００３０】
　回転弁体３１は、吐出圧により弁本体３０内の下部側に押圧され、下部面に対して摺動
回転されるものであり、この回転弁体３１の内部には、一端が吐出ポート（Ｄ）３５と連
通され、他端が２通路に分岐され、回転位置に応じて分岐通路のいずれか１つが室外熱交
ポート（Ｃ）３７または室内熱交ポート（Ｅ）３８の一方に連通される切換通路４０が設
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けられている。また、回転弁体３１の回転により、常に吸入ポート（Ｓ）３６と連通され
ている弁本体３０の内部が室外熱交ポート（Ｃ）３７、室内熱交ポート（Ｅ）３８および
第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９のいずれか１つと選択的に連通されるようになっ
ている。
【００３１】
　これによって、図３（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）に示されるように、暖房位置（Ａ）では、
吐出ポート（Ｄ）３５と室内熱交ポート（Ｅ）３８、吸入ポート（Ｓ）３６と室外熱交ポ
ート（Ｃ）３７がそれぞれ連通されることにより、図１に示されるように、実線矢印方向
に冷媒が循環され、暖房サイクルが実現されるようになっている。また、暖房位置（Ａ）
を基準に回転弁体３１が４５度右回転された冷房位置（Ｂ）では、吐出ポート（Ｄ）３５
と室外熱交ポート（Ｃ）３７、吸入ポート（Ｓ）３６と室内熱交ポート（Ｅ）３８がそれ
ぞれ連通されることにより、図１に示されるように、破線矢印方向に冷媒が循環され、冷
房サイクルが実現されるようになっている。
【００３２】
　更に、暖房位置（Ａ）を基準にして回転弁体３１が４５度左回転されたデフロスト位置
（Ｃ）では、吐出ポート（Ｄ）３５と室外熱交ポート（Ｃ）３７、吸入ポート（Ｓ）３６
と第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９がそれぞれ連通されることにより、図１に示さ
れるように、２点鎖線矢印方向に冷媒が循環され、デフロストサイクルが実現される構成
とされている。
【００３３】
　また、デフロスト用のバイパス回路１２は、受液器９と冷房用電子膨張弁（ＥＥＶＣ）
１０との間から分岐されており、その他端は、ロータリ式四方切換弁５に設けられている
第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９に接続されている。このデフロスト用バイパス回
路１２には、デフロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）１３が設けられ、バイパス回路１２を開
閉するとともに、デフロスト運転時、バイパス回路１２内を流れる冷媒を所定圧力に減圧
できるように構成されている。
【００３４】
　なお、デフロスト用バイパス回路１２は、図１に示されるように、室外機２内において
配管され、デフロスト時、室外機２内で冷媒を循環できる構成とされている。また、この
バイパス回路１２中に設けられているデフロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）１３は、電磁弁
と温度式自動膨張弁、もしくは電磁弁と固定絞りに置き替えてもよい。
【００３５】
　以上に説明の構成により、本実施形態によれば、以下の作用効果を奏する。
　上記ヒートポンプ１において、冷房運転時、ロータリ式四方切換弁５の回転弁体３１を
モータ３２で図３に示す冷房位置（Ｂ）に回転することにより、吐出ポート（Ｄ）３５と
室外熱交ポート（Ｃ）３７、吸入ポート（Ｓ）３６と室内熱交ポート（Ｅ）３８をそれぞ
れ連通させ、圧縮機４で圧縮された冷媒を図１に示されるように破線矢印方向に循環させ
ることができる。これによって、室外熱交換器６を凝縮器、室内熱交換器１７を蒸発器と
して機能させ、この室内熱交換器１７で室内空気を冷却することにより、その空気を冷房
に供することができる。
【００３６】
　また、ロータリ式四方切換弁５の回転弁体３１を図３に示す暖房位置（Ａ）に回転する
ことにより、吐出ポート（Ｄ）３５と室内熱交ポート（Ｅ）３８、吸入ポート（Ｓ）３６
と室外熱交ポート（Ｃ）３７をそれぞれ連通させ、圧縮機４で圧縮された冷媒を図１に示
されるように実線矢印方向に循環させることができる。これによって、室外熱交換器６を
蒸発器、室内熱交換器１７を凝縮器として機能させ、この室内熱交換器１７で室内空気を
加熱することにより、その空気を暖房に供することができる。
【００３７】
　一方、ヒートポンプ１を暖房運転すると、低外気温時に、蒸発器として機能する室外熱
交換器６の表面で外気中の水分が凝縮し、それが氷結して霜となる。室外熱交換器６で霜
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が生成すると、外気との熱交換が阻害されて吸熱量が低下し、その結果、暖房能力の低下
を来たすため、霜を検知してデフロスト運転（除霜運転）を行うようにしている。デフロ
スト運転では、ロータリ式四方切換弁５の回転弁体３１を図３のデフロスト位置（Ｃ）に
回転し、吐出ポート（Ｄ）３５と室外熱交ポート（Ｃ）３７、吸入ポート（Ｓ）３６と第
５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９をそれぞれ連通させ、圧縮機４で圧縮された冷媒を
図１に示されるように２点鎖線矢印方向に循環させるようにしている。
【００３８】
　これにより、圧縮機４で圧縮された高温高圧のホットガスは、ロータリ式四方切換弁５
を介して室外熱交換器６に導入され、その表面の霜を加熱して融解する。霜を融かすこと
により温度降下された冷媒は、全開されている暖房用電子膨張弁（ＥＥＶＨ）８を通過し
て受液器９に流入する。この際、一部冷媒が凝縮されていたとしても気液分離され、ガス
冷媒のみがデフロスト用バイパス回路１２に循環される。バイパス回路１２中を流通する
過程で冷媒はデフロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）１３により減圧され、ロータリ式四方切
換弁５の第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９から吸入ポート（Ｓ）３６を経て圧縮機
４の吸入配管に至り、アキュームレータ１１を介して圧縮機４に吸い込まれる。以下同様
のサイクルを繰り返すことによって、室外熱交換器６を除霜することができる。
【００３９】
　斯くして、本実施形態では、ロータリ式四方切換弁５に対して、デフロスト時、吸入ポ
ート（Ｓ）３６と連通される第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９が設けられ、この第
５デフロスト用ポート（Ｄｅ）３９に、デフロスト時、室外熱交換器６で霜を融解して温
度降下したホットガスをその下流側から第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９および吸
入ポート（Ｓ）３６を介して圧縮機４の吸入側に戻すバイパス回路１２が接続されている
ため、デフロスト時、圧縮機４から吐出された高温高圧のホットガスを、ロータリ式四方
切換弁５を介して室外熱交換器６に導入し、このホットガスで室外熱交換器６に付着され
ている霜を融解した後、該ガスを室外熱交換器６の下流側からバイパス回路１２を介して
ロータリ式四方切換弁５の第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９に導き、吸入ポート（
Ｓ）３６を介して圧縮機４の吸入側に戻すことができる。
【００４０】
　従って、デフロスト用バイパス回路１２をロータリ式四方切換弁５に設けた第５のデフ
ロスト用ポート（Ｄｅ）３９に接続するだけでよく、バイパス回路１２の接続を容易化し
て組立て性の向上や管継手等の部品削減、コスト低減等を図ることができる。また、デフ
ロスト時、室内熱交換器１７に冷媒が循環されることがなく、冷媒流動音や温度変化サイ
クルを受けて樹脂ケーシング、熱交換器１７等が収縮、膨張することによる音の発生等を
抑止することができるとともに、圧縮機４を止めずにロータリ式四方切換弁５を切換えら
れることから、デフロスト時間を約２分程度短縮することができる。
【００４１】
　また、デフロスト時、ロータリ式四方切換弁５を切換えると共に回路開閉手段であるデ
フロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）１３を開放することにより、圧縮機４からのホットガス
を室外熱交換器６に導き、室外熱交換器６で霜を融解した冷媒ガスをその下流側からバイ
パス回路１２を経て減圧手段であるデフロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）１３により減圧し
た後、ロータリ式四方切換弁５を介して圧縮機４の吸入側に戻す室外機２側の回路のみを
循環させてデフロストを行うことができる。このため、デフロスト時、室内機３側に冷媒
が循環されることがなく、冷媒流動音や温度変化サイクルを受けて室内機３の樹脂ケーシ
ング、熱交換器１７等が収縮、膨張することによる音の発生を抑止することができる。
【００４２】
　また、本実施形態においては、デフロスト用バイパス回路１２中に、減圧手段としての
機能と回路開閉手段としての機能を併せ持つデフロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）１３のみ
が設けられた構成とされているため、バイパス回路１２の構成を簡素にし、配管スペース
の省スペース化を図ることができる。
【００４３】
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　さらに、デフロスト用バイパス回路１２は、受液器９と冷房用電子膨張弁（ＥＥＶＣ）
１０との間の冷媒配管に接続されているため、デフロスト時、室外熱交換器６で霜を融解
して温度降下した冷媒が一部凝縮したとしても、受液器９を経由してバイパス回路１２に
導いていることから、受液器９で気液分離し、ガス冷媒のみをバイパス回路１２へと循環
させることができる。従って、液バックを抑制しながら、効率よく室外熱交換器６をデフ
ロストすることができ、ヒートポンプ１の信頼性を向上することができる。
【００４４】
　また、ロータリ式四方切換弁５は、弁本体３０に、回転弁体３１の回転によって吸入ポ
ート（Ｓ）３６と連通される第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９が新たに追設された
構成とされている。このように、弁本体３０に対して、回転弁体３１の回転により開閉さ
れると共に吸入ポート（Ｓ）３６と連通される第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９を
追設することによって、ロータリ式四方切換弁５を冷凍サイクルの切換え用以外に、デフ
ロスト用バイパス回路１２の接続にも用いることができる。このため、ロータリ式四方切
換弁５を多機能化して用途を拡大し、その商品価値を高めることができる。
【００４５】
　さらに、第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９が、常に吸入圧とされる弁本体３０内
部に連通されており、回転弁体３１の暖房位置から冷房位置への回転方向と逆方向への回
転により吸入ポート（Ｓ）３６と連通される位置に設けられている。このように、第５の
デフロスト用ポート（Ｄｅ）３９を常に吸入圧とされている弁本体３０内にあって、回転
弁体３１の暖房位置から冷房位置への回転方向と逆方向への回転で吸入ポート（Ｓ）３６
と連通される位置に設けることにより、本来の冷暖房サイクルの切換えに影響を及ぼさな
いようにして、比較的容易に第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９を設けることができ
る。従って、第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）３９を備え、多機能化された構成が簡易
でかつ安価なロータリ式四方切換弁５を提供することができる。
【００４６】
　なお、本発明は、上記実施形態にかかる発明に限定されるものではなく、その要旨を逸
脱しない範囲において、適宜変形が可能である。例えば、上記実施形態では、利用側に室
内熱交換器１７および室内送風機１８を備えた空調用の室内機３を接続したヒートポンプ
１の例について説明したが、他の空気熱源ヒートポンプにも広範に適用できることは云う
までもない。
【符号の説明】
【００４７】
１　ヒートポンプ
４　圧縮機
５　ロータリ式四方切換弁
６　室外熱交換器
８　暖房用電子膨張弁（ＥＥＶＨ）
９　受液器
１０　冷房用電子膨張弁（ＥＥＶＣ）
１２　デフロスト用バイパス回路
１３　デフロスト用電子膨張弁（ＥＥＶ）
３０　弁本体
３１　回転弁体
３２　モータ
３３　ピニオン
３４　ギア
３５　吐出ポート（Ｄ）
３６　吸入ポート（Ｓ）
３７　室外熱交ポート（Ｃ）
３８　室内熱交ポート（Ｅ）
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３９　第５のデフロスト用ポート（Ｄｅ）
４０　切換通路
 

【図１】 【図２】
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